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電動ＲＣプレーン「ノイス・ジュニア」 
はじめに 
このたびはリトルベランカオリジナル機「ノイス・ジュニア」をお買い上げいただきましてまことにありがとうござ

いました。この機体はオールドタイマーのフォルムを持ちながらブラシレスモーターやリポバッテリーなどの最新テ

クノロジーでやさしくフライトさせることができるハイテク機です。シミュレータを終えた初心者にも、またエンジ

ン機を散々飛ばしてきたＲＣフリークにも心優しく飛ばしてもらえるよう心を込めて作りました。そんな思いとは裏

腹に、初めての機体ゆえ行き届かなかった点も多々あるかと思います。そこはもう酸いも甘いも十分味わった大人の

寛容でお許しいただければと勝手にお願いするしだいです。また初めてブラシレスモーターを使う方にもわかりやす

く接続図なども入れさせていただきましたので、これを機会に是非パワフルサイレントフライトの世界に入ってきて

いただきたいと思います。それではしばしゆったりとした時間の中で製作をお楽しみ下さい。決して結果を急いでは

いけません、すべてはゆっくりと・・・・・。 
 
ノイス・ジュニアの組み立てにあたって 
ノイス・ジュニアの組み立てに当たり、まずパーツリストとキット内容を照らし合わせてください。各部品に不良や

欠品がないか是非確認してください。組み立て前にご連絡いただければパーツの補充や交換に全力で当たらせていた

だきます。しかし組み立て途中、あるいは組み立て後の欠品や部品の不具合に関しましては原則として補充や交換に

応じられませんので、組み立て前に十分に確認お願いいたします。 
 
ノイス・ジュニアの飛行にあたって 
「ノイス・ジュニア」は基本的にシミュレータで離陸、上周飛行、着陸が出来る人ならば必ず飛ばすことの出来る機

体です。しかしながら見た目にどんなに上手に作られた機体でもシミュレータのように初めからまっすぐ飛ぶ機体は

皆無といっても過言ではありません。従いましてラジオコントロール飛行機の組み立て、実際のフライト経験のない

方は必ず中・上級者の指導の下に組み立て、そして初フライトの時には必ず中上級者にまず飛ばしてもらい、安全に

飛ぶことを確認してもらってください。ラジオコントロール飛行機はトイではありません、組み立て方法や取り扱い

方法を間違えるとご自身のみならず第三者に重要な生命および物的危害を与えることになってしまいます。十分な配

慮をお願いいたします。またどんなに上手なフライヤーでもいつどんなことが飛行中に起こるかわかりません、飛行

前には十分な機体チェックを行い、ネジの緩みや接着不足などのないことを確認してください。部品の落下などの事

故を想定し、機体の各部分が十分な強度を持っているかを確認してください。 
 
ノイス・ジュニアをフライトさせるために別途必要なもの 
・ 4 チャンネル以上のプロポ 

・ モーター 

・ スピードコントローラ 

・ バッテリー 

・ コネクター 

・ プロペラ 

・ プロペラアダプター 

・ 接着剤 

・ 工具 

・ 充電器 

・ 充電用 12Ｖシールドバッテリまたは 12Ｖ安定化電源装置 
 
ノイス・ジュニア用パワーユニット及び装備品の参考例 
・ MP JET AC25/35-20 mk2+3:1 ギア(または AXI2808/24 など) 

・ JETI JES/ADVANCE 30 Plus スピードコントローラー 

・ KOKAM Li-Po 11.1V2000mAh または TP11.1V3200 

・ APC10X4.7SF（AXI は 9X4.7SF） 

・ 3 ミリシャフト用プロペラアダプター（AXI は 4ミリ用） 

・ DS811 標準サイズサーボ X2 

・ Way Point 150 ミニサーボ X2 

・ JR R770S PCM 受信機 

・ Y ハーネス 

・ 30ｃｍ延長ケーブル X2 

・ PP3.5G コネクター適量 
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パ ー ツ リ ス ト 

パーツ名 材質 数量
胴体及び主翼中央部 バルサ・ベニア・フィルム張り 1
主翼（左右１組） バルサ・ベニア・フィルム張り 1
水平尾翼及びエレベータ バルサ・ベニア・フィルム張り 1
垂直尾翼及びラダー バルサ・ベニア・フィルム張り 1
曲げ加工及び塗装済みメインランディングギア ピアノ線 1
エレベータリンケージ用カーボンロッド(1X900mm) カーボン 1
ＡＸＩ用フロントモーターマウント バルサフィルム張り 1
その他モーター用フロントカバー バルサフィルム張り 1

パーツパック1：
主翼カンザシ ベニア 2
バッテリートレー ベニア 1
バッテリートレーストッパー部材 バルサ １組
MP  JET用モーターマウントアッセン ベニア １組
GWS用モーターマウントアッセン ベニア及びホウ材 1組
標準サイズ用サーボベッド補強材(7X68X3mm) ベニア 2
ミニサーボ用サーボベッド ベニア 1
エルロンサーボベッド材(8X8X20mm) ベニア＋バルサ 4
カット済み左右ウインドシールド 透明塩ビ0.5mm厚 6
カット済みフロントウインドウキャノピー（使いません） 透明塩ビ0.5mm厚 1
ハッチラッチ プラスチック 1
メイン・ホイールストッパー メタル 4
メインランディングギア固定用ダウエル 竹棒材 2
3X12mmタッピングビス メタル 6
2.6X10mmタッピングビス メタル 6
2X6mmタッピングビス メタル 6
バッテリー固定用マジックテープ マジックテープ 1
曲げ加工済みテールギア ピアノ線 1
テールホイールストッパー メタル 1
テールギア用メタルホーン メタル 1
テールホイール ゴム・プラスチック 1
テールギア用スプリング ピアノ線 1

パーツパック2：
メイン・ホイール101mm ゴム及びプラスチック 2
メインランディングギア固定輪ゴム ゴム黒 2
エルロンリンケージ200mmロッド及び1.6ミリピン付アジャスター ピアノ線＋プラスチック 2
ナイロンボルト(6X40mm)-主翼用2、尾翼用1 ナイロン 3
ラダー・尾輪リンケージ用ナイロンコートケーブルＳ(0.5mmX5m) 鋼線＋黒ナイロンコーティング 1
ラダー・尾輪用ワイヤーターミナル(M2) メタル 4
ラダー用プッシュプルスクリュウホーンＭ メタル 1
ラダー用プッシュプルスクリュウホーン用チップ プラスチック黒 2
ラダー・尾輪・エレベータ用プラスチックアジャスター(M2) プラスチック半透明 6
エレベーター用ロッドエンド（ねじ部分2mm用・1mmロッド用穴） メタル 2
カシメ金具（S） 銅 8
ブラスホーン(エルロンＸ２、エレベーターＸ１） 真鍮 3
ブラスホーンベース 真鍮 3
イージーヒンジ プラスチック 8
カット済みフロントキャノピー（こちらを使います） 透明塩ビ0.3mm厚 1
エルロンサーボ導線用タコ糸(0.9mmX1m) 綿糸 2
2.6X10mmタッピングビス メタル 12

別紙：
組立説明書 1
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1 

 

ボックスを開けると大体こんな感じでパーツ類が納

められています。長旅の疲れで多少フィルム（オラ

テックス）がたるんでいるかもしれませんが、気にし

ないで下さい。すべてはこれからです。楽しみながら

ゆっくり製作に入りましょう。 

2 

 

工具はこれだけに限りませんが、写真のようなもの

があればこの機体の製作を始めることが出来ます。 

3 

 

まず胴体をはじめ主尾翼のフィルムをアイロン掛け

してたるみを取ると同時に下地によく貼り付けるよう

にしましょう。しかしあまり無理に押し付けたりすると

フィルムに傷が付きますのでフィルムで要所要所を

押さえたらヒートガンを使ってピンと張ってゆきまし

ょう。製作を急ぐ心を落ち着かせるためにもこの工

程は重要です。 

4 

 

尾翼も丁寧にアイロン掛けしてゆきます。この段階

ではヒンジは仮止め状態なので各可動翼をはずし

てアイロンを掛けたほうが端の処理がうまくいくと思

います。 

5 

 

エルロンのヒンジの取り付け作業に入ります。（各エ

ルロンに 3 枚づつヒンジが付きます）仮止めされて

いる 2 枚のヒンジをはずし、中央ヒンジスロットをカ

ッターナイフなどで開けなおします。（フィルムの下

に下穴があけられています。）うまくヒンジが入ること

を確認してください。まだこの時点では接着剤をつ

けないで下さい。 
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6 

 

ヒンジラインがストレートになっていなければこの時

点で一直線にヒンジが並ぶように修正しましょう。そ

れが確認できたら各ヒンジの中央にマチ針などを刺

してからヒンジを主翼とエルロンの各ヒンジスロット

に差し込んでください。マチ針のおかげで両方に均

等にいれることが出来ます。 

7 

 

ヒンジ中央部の裏表に低粘度瞬間接着剤を適量た

らします。ヒンジ表面の毛細管現象のおかげであっ

という間にヒンジが固定されます。マチ針を抜いて

完成です。スムーズに動くかよく確認してください。

多少硬くてもまったく問題ありません。この調子でも

う一方のエルロンにもヒンジを取り付けてください。 

8 

 

次に左右の主翼を接合します。接合の前にエルロン

サーボ穴から主翼中央部までエルロンサーボのリ

ード線を通すための導線（付属のタコ糸）を通してお

きます。エレベータリンケージ用の１ミリカーボンロッ

ド（付属）の先にタコ糸をつけてそーっと引き出し、は

ずれないように両端をマスキングテープで固定して

おきます。 

9 

 

主翼中央部分と左右の主翼を接続するカンザシや

アライメントピン（竹）がうまく入るかどうか接着の前

に確認しておきます。きつくて入らない場合は平ヤ

スリなどで調整します。 

10 

 

主翼中央部下面にエルロンサーボのリード線を出

す穴を開けます。下穴があけられているので細い半

田ごてなどで丸くフィルムを焼き切ります。こうする

とフィルムの端がはがれなくてすみます。でも高温

すぎるとバルサも焦げますので気をつけてください。 
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11 

 

エポキシ接着剤を用意します。主翼の接合は 30 分

硬化エポキシを使用してください。そのほかは５分エ

ポキシでＯＫです。 

12 

 

カンザシの主翼に押し込まれる部分に 30 分エポキ

シを塗り、主翼へ差し込みます。主翼へ入る部分だ

けにエポキシを塗布してください。 

13 

 

押し込んだときにはみ出たエポキシはアルコールを

湿らせたティッシュなどでふき取って置いてくださ

い。 

14 

 

主翼中央部にもタコ糸などでサーボリード線の導線

を通しておきます。 

 

15 

 

ここで 2 本の導線を結びます。 
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16 

 

いよいよ主翼と主翼中央部との接合です。エポキシ

がはみ出してもいいようにマスキングテープを張り

ます。 

17 

 

主翼中央部にもマスキングテープをはり、30 分エポ

キシをたっぷり練ります。 

18 

 

接合部両面にたっぷり 30 分エポキシを塗ります。 

19 

 

ゆっくりと差し込んでゆきます。 

20 

 

はみ出たエポキシは手に付かないように気を使い

ながらアルコールで湿らせたティッシュで丁寧にふ

き取っておきます。 
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21 

 

翼端で約 125-130 ミリになるよう上半角をセットしま

す。 

 

 

写真は 125mm！！ 

22 

 

接着剤が固まるまで主翼下面に介ものをし、何度も

確認作業を行います。同様にもう一方の主翼も 30

分エポキシで固定し両端の高さが同じになるよう接

着剤が固まる前に調整します。何はともあれ両端は

必ず同じ高さにしてください。 

23 

 

エルロンサーボ 2 個を使用するプロポに接続してニ

ュートラルを出しておきます。エルロンサーボに使用

したのは Way Point150 というマイクロサーボです。 

24 

 

サーボハッチの裏に付属のサーボベッド（バルサの

上にベニアが接着されているもの）を接着し、タッピ

ングビスでサーボを取り付けます。サーボハッチの

4 隅のビス穴やサーボホーンスロットは下穴があけ

られていますので、細いはんだこての先でフィルム

を焼ききっておきます。なおサーボホーンの要らな

い部分はカットします。 

25 

 

サーボリードに延長ケーブル（30 センチ）を接続し

て、導線として通しておいたタコ糸と結びます。この

とき延長ケーブルがサーボリードから抜けないよう

に低粘度瞬間接着剤をコネクターの隙間に少量流

しておきます。 
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26 

 

主翼中央部のタコ糸をそーっト引っ張ってサーボリ

ードの頭を主翼中央部の穴から出します。 

27 

 

うまく取り出せたようです。もう一方もおなじように引

っ張りだしておきます。 

28 

 

導線のタコ糸をはずすと同時にＹハーネスを装着し

ます。 

29 

 

これでエルロンのリード線の加工が終了しました。

外れないようにコネクターの隙間に低粘度瞬間接着

剤を少量たらしておきます。 

30 

 

エルロンリンケージのためにサーボホーンからスト

レートになるよう定規を置いてホーン位置を決めま

す。その位置に鉛筆などで印をつけておきます。 
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31 

 

印をつけたところに2ミリくらいのドリルで下穴を開け

ます。 

32 

 

ブラス（真鍮）ホーンのベース直径が 4.5 ミリ、首下

長さが 10 ミリなので、4.5 ミリのドリルビット先端から

10 ミリのところにホイールストッパーなどを取り付け

おきます。こうするとエルロン上面に穴が突き抜ける

ことがありません。 

33 

 

下穴の位置にドリル先端を当て、直角に穴を開けま

す。ストッパーがあるからエルロン上面まで間違って

穴を開けなくてすみます。 

34 

 

うまく突き抜けることなく穴があけられたようです。 

35 

 

ブラス（真鍮）ホーンのベースを差し込み5分エポキ

シで接着します。 
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36 

 

エポキシが固まらないうちに真鍮ホーン本体をベー

スにねじ込みます。なおホーンの高さはエルロン表

面からホーン突端まで約 13 ミリの高さにしてくださ

い。 

37 

 

無事エルロンホーンが装着されました。ブラスホー

ンの高級感が機体にマッチしています。もう一方の

エルロンにもブラスホーンを装着します。 

38 

 

ブラスホーン穴とサーボホーンの穴の距離を計測し

て、付属のリンケージロッドに印をつけその位置をＺ

ベンダーなどで曲げます。若干の差が出た場合は

先端プラスチックアジャスターで調整します。（写真

ではグレートプレーンズのフォー・イン・ワンツールを

使って楽々アジャスターをまわしています。指先が

痛くならず目からウロコこのスグレモノです。） 

 

39 

 

エルロンサーボカバーの下穴を頼りに２ミリくらいの

ドリルで主翼側にも下穴を開けておきます。 

40 

 

サーボカバーを 2.6X10mm タッピングビスで固定

し、エルロンリンケージの完成です。すっきりきれい

に出来ました。エルロンの舵角は上下とも約20－25

ミリ程度です。またエルロンとラダーをミキシングす

るとターンがより自然にできるようになります。 
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41 

 

主翼中央部のナイロンウイングボルト穴を８ミリくら

いのドリルかリーマーで拡げておきます。胴体側は

すでにベニアに 6 ミリタップが切られていますので、

間違えても胴体側もドリルで拡げないでください。つ

まり主翼は６ミリのナイロンボルトとベニアにタップが

切られた木製ナットで固定されるわけです。極めて

丈夫なのでご安心下さい。もしタップ部分がきつけ

れば 6 ミリ金属ボルトを先に締めこんでください。 

42 

 

次に左右のウインドウのフィルムを切り取ります。切

り取る前にもう一度アイロンを掛けて窓枠付近の接

着を確実なものにしておきましょう。胴体内側の窓

枠に沿って低粘度瞬間接着剤を流しておくとなお確

実です。 

43 

 

よく切れるカッターで窓枠に沿ってフィルムを切り取

ってゆきます。 

44 

 

胴体横のバッテリーハッチも丁寧にカッターで切り

取ります。バッテリーハッチはベニア1枚なので湿度

やフィルムの張りなどでゆがんでいることがありま

す。この場合は少しお湯などでベニアを湿らせ, 

上に重い本などを乗せてなるべく平らになるように

矯正します。またシーリングツールなどでフィルムの

端を確実に窓枠に食いつかせておきます。 

45 

 

ランディングギアゴム止めダウエルの穴を開けま

す。下穴が開いているのでフィルムを焼ききります。 



Lit
tle

 B
ella

nc
a

 12 
46 

 

ランディングギア止めダウエルを差込、胴体両側の

長さが同じになるよう確認してから瞬間接着剤をた

らしておきます。 

47 

 

バッテリーハッチに特製ハッチラッチをねじ止めしま

す。ハッチラッチ取り付け部には下穴があけられて

いますので、細いハンダこてでフィルムを焼ききって

おきます。 

48 

 

ハッチ裏のふたは４隅のツメをハンダごてで溶かし

てつぶして固定します。瞬間接着剤などを使うと中

に入り込み動きが渋くなってしまいますのでこの方

法をお勧めします。 

49 

 

きれいにねじ止めされたハッチラッチ。 

50 

 

バッテリーハッチを胴体に差込み、スムーズにラッ

チが動くか確認します。かなりいい感じです。今まで

にない簡単なハッチラッチですね。ノイス・ジュニア

のために開発されたものですが、いろいろなものに

応用できるので別売もすることになりました。 
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51 

 

テールギア取り付け部のフィルムを細いハンダこて

で焼き切ります。こてをあまり高い温度にするとバル

サも焦げるのでほどほどに。 

52 

 

テールギアを差し込むためのパイプがすでに装着さ

れています。 

53 

 

テールギアアッセンはこの５点です。全部付属して

いる部品です。 

54 

 

スプリングを先頭にブラスホーンの順番でテールギ

アピアノ線を差込み、ブラスホーンのイモねじを固

定して完成です。少しテールギアを長くしておくとス

プリングがクッションになります。どうでしょうか？う

まくできましたか？ 

 

55 

 

水平尾翼の取り付け穴位置を決めるため、垂直尾

翼と水平尾翼を仮組みして胴体へ差込みます。胴

体中央部との寸法を計測して左右均等になる位置

を確認します。 
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56 

 

胴体中央部との寸法を計測して左右均等になる位

置を確認したら、水平尾翼を 2.6X10mm タッピング

ビスで仮止めします。なお胴体側タブには下穴があ

けられています。 

57 

 

エレベーター左右接続用のピアノ線（コの字型）の接

着部をサンドペーパーで少し荒らします。 

58 

 

ピアノ線取り付け部に３０分エポキシを塗ります。 

59 

 

ピアノ線にもエポキシを塗布します。 

60 

 

ピアノ線を差し込みます。 
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61 

 

左右のエレベーターを連結します。 

62 

 

定番の上におき、また完全に左右がストレートに連

結されるよう定規などを置いてエポキシが固まるの

を待ちます。 

63 

 

エポキシが固まったら左右のエレベーターを水平尾

翼に固定します。ヒンジを差し込んでから低粘度瞬

間接着剤をたらします。 

64 

 

垂直尾翼にもヒンジを差し込んでラダーを取り付け

ます。 

65 

 

水平尾翼に垂直尾翼のカーボンパイプをガイドにし

て差し込みます。 
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66 

 

水平尾翼と垂直尾翼の底との間に大きな隙間がな

いことを確認します。多少のことはここでは問題あり

ません。なお絶対に垂直尾翼と水平尾翼は接着し

ないで下さい。分割できるようにしておきます。 

67 

 

水平尾翼の裏から 6 ミリナイロンボルトを締めこみま

す。 

68 

 

フォー・イン・ワンツールを使うと簡単に締めこめま

す。垂直尾翼の底には６ミリのタップが切られていま

すのでボルトをまわせば締めこまれてゆくはずで

す。ナイロンボルトの長さは適当にカットしていただ

いて結構です。 

69 

 

完全に締め込んだ状態。これで水平尾翼と垂直尾

翼が 90 度に固定されたはずです。工場で冶具をつ

かって調整しているのでおそらく自然に９０度にセッ

トされるはずです。なお左写真には水平尾翼を胴体

に仮止めしたときのビス穴がかすかに４つ見えま

す。 

70 

 

仮止めした時の４つのビス穴に低粘度瞬間接着剤

をたらして、ビス穴の広がりを防ぎます。 
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71 

 

最終的にタッピングビス(2.6X10mm)4 本で水平尾

翼を胴体に固定します。ところでここまできて気が付

いたかもしれませんが垂直尾翼と水平尾翼はいつ

でも必要なときに胴体からはずしておくことが出来ま

す。つまり尾翼はすべて分割式になっているので

す。 

72 

 

垂直尾翼を再度取り外して、ラダーホーンを取り付

けのための穴をドリルで開けます。 

73 

 

左右からワッシャーを挟みさらに山型ナットを左右か

ら締めこみます。 

74 

 

プラスチックホーンチップを左右にねじ込んで完

成。 

75 

 

エレベータリンケージ用の１ミリカーボンロッドを通し

て自然な延長戦上に位置に印をつけます。フィルム

の下にノイズレスパイプの突端がありますのでノー

ズ側からロッドを入れて少しずつ出口の穴を広げて

ください。カッターなどで無理に切り取らず最低限の

大きさにするときれいに見えます。 
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76 

 

ブラス（真鍮）ホーンのベースを差し込むための 4.5

ミリ径の穴をドリルで開けます。エレベーターの場

合、上面まで突き抜けた位置で10ミリになります。１

０ミリの位置にホイルストッパーをつけておくと突き

抜けることがないので便利です。 

77 

 

ブラスホーンベースに５分エポキシを塗布します。 

78 

 

ブラスホーンと一緒にエレベーターに差し込みま

す。 

79 

 

エレベーター上面からブラスホーン突端まで約１４ミ

リになるよう調整してください。 

80 

 

エレベーター上面の様子。かすかにホーンベースと

中央のホーンが出ているのがわかります。エルロン

は厚いので突き抜けませんでしたが、エレベータは

少し薄くて１０ミリぎりぎりでした。しかしぎりぎりなの

で接着剤などのはみ出しをきれいにふき取ってみる

とこの露出がかえって感じよくなりました。 
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81 

 

エレベータリンケージ用に、付属の１ミリカーボンロ

ッド、ロッドエンド、プラスチックアジャスターを用意

します。 

82 

 

１ミリカーボンロッドをロッドエンドに差込み、低粘度

瞬間接着剤を流し込みます。ここに硬化促進剤を吹

きかけておきます。固定はこれで十分です。 

83 

 

ロッドエンドにプラスチックアジャスターをねじ込み

ます。渋い場合はフォー・イン・ワンツールを使うと

手が痛くならず便利です。 

84 

 

カーボンロッドを胴体に差込、エレベータホーンにプ

ラスチックアジャスターをはめ込みます。 

85 

 

エレベータサーボとラダーサーボを取り付けるため

に、サーボベッド裏両サイドにベニアの補強材

(3X7X68mm)を５分エポキシで接着します。 
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86 

 

グレートプレーンズのデッドエンドセンターあるいは

キリなどでサーボビスの下穴を開けます。 

87 

 

サーボをサーボに付属のタッピングビスで固定しま

す。なお各サーボは取り付ける前にニュートラルを

出しておきましょう。なお今回使用したサーボはい

わゆる標準サイズのものです。 

88 

 

エレベータサーボにホーンとプラスチックアジャスタ

ーそしてロッドエンドを仮止めします。またカーボン

ロッドのカットする部分にマスキングテープなどで印

をつけます。このときエレベーターが動かないように

マスキングテープで水平尾翼と固定しておきます。 

89 

 

カーボンロッドをドレメルリューターなどでカットしま

す。カッターナイフやハサミなどでもカットできます

が切り口が汚くなり細いロッドエンドに入らなくなるこ

とがあります。 

90 

 

ロッドエンドにカットしたカーボンロッドを差込み、そ

こへ低粘度瞬間接着剤をたらします。さらに瞬間接

着剤の硬化促進スプレーを吹いておけば完璧。これ

でエレベータリンケージが完成しました。もしエレベ

ータサーボを動かしてみて、リンケージロッドがたわ

むようであればバルサ片などで支えを作りなるべく

たわみが起こらないように調整してください。 
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91 

 

続いてラダーとテールギアリンケージ用のワイヤー

を作ります。付属している５メートルのナイロンワイ

ヤーを４本に切断します。そしてプラスチックアジャ

スターとワイヤーエンド、カシメ金具を用意します。 

92 

 

ワイヤーはカシメ金具を通してからワイヤーエンドの

穴に通しもう一度カシメ金具に通します。さらにもう

一回カシメ金具を通して引っ張ります。なるべくカシ

メ金具がワイヤーエンドに近くなるよう調整します。 

93 

 

きちんとしまったら、カシメ金具をペンチなどでつぶ

します。 

94 

 

念のためカシメ金具部分に低粘度瞬間接着剤をた

らしておきます。 

95 

 

これを同じように 4 本作ります。跡でワイヤーをピン

と張るためにはプラスチックアジャスターをワイヤー

エンドにあまりねじ込まないようにします。写真はね

じ込み過ぎです。 
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96 

 

まずテールギアブラスアームホーンに取り付け、ワ

イヤーを胴体内に装着済みのノイズレスパイプに通

します。プラスチックアジャスターはあまりねじ込ま

ないようにしておきます。（リンケージが終わった後

締めこむとピンと張ることができます。） 

97 

 

続いてラダーホーンにも取り付け、ワイヤーを胴体

内に装着済みのノイズレスパイプに通します。クレビ

スはあまりねじ込まないようにしておきます。（リンケ

ージが終わった後締めこむとピンと張ることができ

ます。） 

98 

 

サーボホーン内側の穴にテールギアからのワイヤ

ーを通します。まずワイヤーにカシメ金具を通し、サ

ーボホーンに通します。次にまたカシメ金具に通し、

最後にもう一度カシメ金具に通します。なるべくワイ

ヤーがきつく張るようにラジオペンチなどでワイヤー

を引っ張ります。うまくいったらカシメ金具をペンチ

でつぶします。このときサーボホーンやテールギア

が動かないように何かで固定すると作業が楽です。 

99 

 

ラダーサーボホーンの一番外側にラダーからのワイ

ヤーを通してまた先ほどと同様カシメ金具で固定し

ます。ラダーとテールギアが連動して動きます。こ

れでラダー、テールギア、エレベータリンケージが完

了しました。このリンケージ作業が結構大変だった

かもしれません。 

100 

 

テールのリンケージが完成しました。ワイヤーリンケ

ージの先のプラスチックアジャスターを締めこむとワ

イヤーをピンと張ることが出来ます。なおエレベータ

ーの舵角は上下とも15-20ミリ、ラダーは左右25-30

ミリ程度にしてください。最初は弱めの舵角で飛ばし

てください。慣れてきたら少しづつ増やしてください。 
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101 

 

MP JET ブラシレスモーター用モーターマウント部材

がキットに入っています。よく確認すると側板の長さ

が左右で違います。これはサイドスラストを自然に

つけるための工夫です。注意しながら仮組みしま

す。ノイスには MPJETAC25/35-20 mk2+5:1 ギアが

ベストマッチです。 

102 

 

仮組みして機首部にマウントします。後ろをそろえる

と自然にサイドスラストが付く仕組みになっていま

す。写真右側の側板が少し長くなっているからで

す。サイドスラストが付いていることを確認して瞬間

接着剤で固定します。 

103 

 

接着剤が乾いたら MP JET AC25/35-20 mk2 +3:1

ギアを固定します。モーター固定用の 3 本のタッピ

ングビスはモーターに付属しています。 

 

104 

 

機首部に再度マウントして４本のタッピングビス

(3X12mm)で固定します。上から見るとすでにサイド

スラストが付いているのがわかります。フロントに

MPJET 用のノーズコーンを 3 本のタッピングビス

(2.6X10mm)で固定します。またフロントトップカバ

ーがスムーズに取り付けられるようにモーターマウ

ントの耳を少しカットしてください。これで完成です。 

105 

 

ＡＸＩやその他のアウターローター用のモーターマウ

ントも付属しています。マウントにカバーされている

フィルムを細いハンダこてなどで焼ききります。 
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106 

 

冷却のためできる限り穴を開けます。バルサなので

簡単に穴が開きますがなるべくきれいになるように

ゆっくり作業をしましょう。 

107 

 

モーターを３ミリボルト（別売）でマウントに固定しま

す。ここでは AXI2808/24 を使いました。 

108 

 

モーターマウントをフロントに３本のタッピングビス

（2.6X10mm）で取り付けます。取り付けただけです

でにサイドスラスト、ダウンスラストがつけられてい

ます。 

109 

 

AXI を取り付けた機首部内側。AXI のほうが若干軽

くテールヘビー気味なので機首部にすこしウエイトを

積む必要があります。 

110 

 

各種のパワーユニットが使えるよう部材が付属して

います。またここでは紹介していませんがＧＷＳ400

ギアユニットも使えるようこのキットには部材が入っ

ています。 
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111 

 

スピードコントローラのスイッチを胴体横にねじ止め

します。なおスイッチの位置には下穴があけられて

います。オンの位置がわかるように油性マジックな

どで印をつけておきましょう。今回は Jeti 社のブラシ

レス用 JES/ADVANCE 30 Plus を使いました。なお

スイッチ固定用の 2mm ネジは付属していません。 

112 

 

スピードコントローラースイッチを取りつけた胴体内

側。 

113 

 

最後にノーズ下のカバーをタッピング(2.6X10mm)

で取り付けます。ここがあいているとさまざまな作業

が非常にやりやすいです。作業が済んだら閉めまし

ょう。またこの大きな口からエアーが入りますが、モ

ーターやバッテリーを冷却するために胴体後方下面

のフィルムを適当にカットしてエアーが抜けるように

してください。 

114 

 

バッテリートレーやトレー・ストッパーを用意します。

方法はこれだけに限りませんので、それぞれ工夫し

ながらバッテリーを固定します。バッテリーはリポ３

セル 2000-3200 ミリが適当です。 

115 

 

バッテリー・トレー・ストッパーを固定するためのベル

クロを貼り付けます。ベルクロにもノリが付いていま

すが、下地がバルサなので高粘度瞬間接着剤を使

って接着すると確実です。 
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116 

 

バッテリーを機首部に押し込み、バッテリートレース

トッパーで固定した様子。11.1Ｖ2000 ミリでは若干

前が軽いのでなるべく前へ入れてください。いずれ

にせよテールヘビーだけは避けてください。受信機

も正面にベルクロで取り付け、アンテナ線を装着済

みのノイズレスパイプに通して胴体後部上面に出し

てください。 

117 

 

フロントトップカバーを取り付けます。フロントモータ

ーマウントをはずしてフロントトップカバーをはめ込

み、最後にもう一度フロントモーターマウントをタッピ

ング(2.6X10mm)で取り付けます。MPJET の場合、

フロントトップカバー内側やモーターマウントの一部

を削る必要があります。ゆっくりごりごりしながらうま

くはまるようにしてください。 

118 

 

左右のウインドシールドをキャノピーボンドで固定し

ます。ウインドシールドは片側保護ペーパー、もう一

方は保護フィルムが貼られていますのでそれをはが

してから貼ってください。キャノピーボンドは胴体内

側の窓枠に塗り、少し乾くのを待って片側３枚のウイ

ンドシールドを貼ってゆきます。クリアなウインドウ

になります。 

119 

 

フロントキャノピーの両面に貼られている保護フィル

ムをはがしてください。（メインホイールと同じパーツ

パック 2 に入っている小さな方を使います。）片側３

本のタッピングビス(2X6mm)で両側固定します。サ

イドの曲げ部分は少しずつクセをつけながら曲げて

ゆきます。0.3mm 厚なので思ったよりやさしく取り付

けられると思います。いかにもオールドタイマーの顔

になってきました。 

120 

 

ランディングギアにタイヤを取り付けます。まず内側

ホイルストッパーをイモネジで固定します。ランディ

ングギアのピアノ線には少しクリア塗料がコーティン

グされていますので入れにくいと思います。ホイル

ストッパーやタイヤを差し込む前にサンドペーパー

でコーティング剤をはがしてください。 



Lit
tle

 B
ella

nc
a

 27 
121 

 

タイヤをはめてから外側ホイルストッパーを固定し

ます。スムーズに動くように調整してください。メイン

ギア用ホイルストッパーは全部で 4 個付属していま

すのでご確認下さい。 

122 

 

ランディングギアを付属の２本のゴムで固定します。

あまりきつく締めなくても大丈夫です。しかし長い間

にはゴムが劣化して伸びてきますのでその場合に

は締めなおしてください。 

123 

 

プロペラアダプターをモーターシャフトに装着してプ

ロペラを固定します。MP JET 25/35-20 mK2+3:1 ギ

アの場合は３ミリシャフト用(MPJ8031)を使用してく

ださい。AXI2808/24 の場合はプロペラアダプター４

ミリシャフト用(MPJ4703)、そしてちなみにプロペラ

は APC10X4.7SF(AXI の場合は 9X4.7SF)を使用し

ました。 

124 

 

最後に主翼を6ミリナイロンボルトで固定して完成で

す。ナイロンボルトは適当な長さに切って使用してく

ださい。金属のボルトにすると主翼に衝撃が加わっ

たときに主翼や胴体を壊しかねません。しかしナイ

ロンボルトならナイロンボルトが折れるだけでほかに

被害が及びません。何かの衝撃で折れてしまった

場合にはスペアが用意されていますので、お買い求

め下さい。4 本一組です。(MPJ1330W) 

125 

 

無事完成しました！！皆さんはどうでしょうか？楽し

んでいただけましたでしょうか？ところでバッテリー

を搭載して重心位置を測りましょう。主翼の前縁（フ

ロントキャノピートップの突端ではありません。）から

約 95－97 ミリの位置です。これ以上重心位置が後

ろになった場合は、ノーズにウエイトを少し積みまし

ょう。全備重量が 1600ｇ前後になっても元気に飛ん

でくれますから安心してください。 

 




